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はじめに

– 本資料について

– 本資料は、Aruba CentralにおいてAruba OSスイッチおよびAruba CXスイッチを管理および設定の紹介をしております。

– 注意・免責事項

– 本資料はCentral version2.5.3をベースに作成しております。最新の情報や詳細につきましては最新のマニュアルをご参照くだ
さい。

バージョン 日付 変更内容

1.0 2021.07.19 初版リリース

1.1 2022.02.21 ファイル名修正
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はじめに Centralでスイッチ管理のはじめかた！

ログイン

• アカウントの作成

登録

• ライセンスキーの登録(EVALの場合は作業不要)
• デバイスの登録

• デバイスへのライセンス割り当て

接続

• Centralへの接続（ゼロタッチ接続）

• デバイスの設定

グループ
設定

• グループの作成

• グループの割り当て

• グループの設定

Centralの利用に必要な作業は4つのSTEPだけ︕

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4



■STEP1
アカウントの作成
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#1 アカウント作成

アカウント作成してログインしよう！

– 以下のURLからサインアップを実施、もしくは aruba central evalで検索
https://www.arubanetworks.com/ja/products/networking/management/central/eval/

言語の選択

STEP1

https://www.arubanetworks.com/ja/products/networking/management/central/eval/
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#2 必要情報を入力

– 必要事項を入力してSign Up

日本国内のサーバーは“APAC-EAST1”

アカウント作成してログインしよう！STEP1
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#3 メール受信し、作成アカウントを有効化（アクティベート）

– 入力したEメール・アドレスに、アクティベート用リンクが
記載されたメールが送付される
送信元： no-reply@arubanetworks.com
件名 ： [Aruba Central] Verification Email for Aruba Central

– メールに記載されたアクティベート用リンクをクリック

クリック

アカウント作成してログインしよう！STEP1
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アカウント作成してログインしよう！STEP1

#4 アクティベート続き

(1) 「今すぐ評価する」をクリック

※サブスクリプションキーを購入頂いた
場合は、「使用を始める」をクリック

(2) 「ワークフローを終了」をクリック (3) 「終了」をクリック
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#5 ログイン

– アクティベート完了後、ログイン画面が表示されます

（１）入力したEメール・アドレスとパスワードでログイン

“APAC-EAST1”ログイン・サイト
https://portal-apaceast.central.arubanetworks.com/platform/login/user

アカウント作成してログインしよう！STEP1

(2) ポップアップ画面を閉じる

(3) ログイン完了

https://portal-apaceast.central.arubanetworks.com/platform/login/user


■STEP2
デバイスの登録



11

デバイスを登録しよう！STEP2

#1 デバイスインベントリ

(1) アイコンをクリック

(2) 「デバイスインベントリ」をクリック (4) デバイスのシリアル番号とMACアドレスを入力

(3) 「デバイスの追加」をクリック
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ライセンスの確認参考

(1) 「キー管理」をクリック (2) ライセンスが割り当てられていることを確認

評価ライセンス用でAP、スイッチ、Gatewayの各ラ
イセンスが割り当てられます。

ライセンスの自動割り当ては、デフォルトで有効になっています。有効の場合、Centralへインストールされているライセンスが自
動に適用されます。ライセンスの手動割り当てへ変更したい場合は、34、35ページを参照。
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– Config に階層の概念を導入

– Group内の機器で共通の設定項目はGroupのコンフィグで反映

– デバイス毎に異なる設定のみをDeviceレベルでコンフィグ適用

Centralにおける階層構造でのコンフィグ管理参考

Group A Group B Group C

Device a Device b

同じグループのスイッチは
同じコンフィグ

≠
Groupの設定を反映し、デバイス毎に固有の設定を適用
（例：スイッチのIPアドレスなど）

Groupの設定を反映

Groupレベル

Deviceレベル



■STEP3-1
グループ設定
＜Aruba OSスイッチ向け＞

※CXスイッチをご利用の場合は、STEP3-2へ

製品シリーズ サポートバージョン

Aruba 2530 Switch Series YA/YB.16.05.0008 or later

Aruba 2540 Switch Series YC.16.03.0004 or later

Aruba 2920 Switch Series WB.16.03.0004 or later

Aruba 2930F Switch Series WC.16.03.0004 or later

Aruba 2930M Switch Series WC.16.04.0008 or later

Aruba 3810 Switch Series KB.16.03.0004 or later

Aruba 5400R Switch Series KB.16.04.0008 or later

https://help.central.arubanetworks.com/latest/documentation/online_help/c
ontent/switches/supported-platforms/supported_switches.htm

<Aruba OSスイッチ一覧>
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接続までもう少し！ グループ設定を実施！！STEP3-1

(1) 「起動」をクリック

#1 グループ作成
(2) 「新しいグループ」をクリック

①

②

③

④

(3) 「新しいグループ」を作成

⑤

⑥

⑦

ArubaOSスイッチ
＜グループ設定＞
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接続までもう少し！ グループ設定を実施！！STEP3-1

(1) 「グループの割り当て」をクリック

#2 グループ割り当て
(2) デバイスの割り当て

③
前ページで作成したグ
ループを選択

④
「デバイスの割り当て」をクリック

ArubaOSスイッチ
＜グループ設定＞
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接続までもう少し！ グループ設定を実施！！STEP3-1

#3 グループ設定 - NTP

(1) 前ページからの続き > システム > 時刻を選択

①

(2) NTP設定 > 設定の保存

②

③

ArubaOSスイッチ
＜グループ設定＞
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接続までもう少し！ グループ設定を実施！！STEP3-1

(1) 前ページからの続き > インターフェース > VLAN > “+”ボタン

#4 グループ設定 - VLAN

①

②

⑨

③

(2) VLAN情報を入力

④ VLAN情報を入力後、
下部へスクロール

(3) VLANポートモードを入力 > OK

⑤
ポートを選択

⑥
ポートモードを選択

⑦

ArubaOSスイッチ
＜グループ設定＞



■STEP3-2
グループ設定
＜Aruba CXスイッチ向け＞

※Aruba OSスイッチをご利用の場合は、STEP3-1へ

製品シリーズ サポートバージョン

AOS-CX 6100 Switch Series 10.06.0110 or later

AOS-CX 6200 Switch Series 10.05.0021

AOS-CX 6300 Switch Series 10.05.0021

AOS-CX 6300 Switch Series [JL762A]
Back 2 Front Power Supply SKU only

10.06.0001 or later

AOS-CX 6405 Switch Series 10.05.0021

AOS-CX 6410 Switch Series 10.05.0021

AOS-CX 8320 Switch Series（※） 10.05.0021

AOS-CX 8325 Switch Series（※） 10.05.0021

AOS-CX 8360 Switch Series 10.06.0001 or later

AOS-CX 8400 Switch Series 10.06.0001 or later

https://help.central.arubanetworks.com/latest/documentation/online_help/content/
switches/supported-platforms/supported-switches-cx.htm

<Aruba CXスイッチ一覧>

（※）AOS-CX8320と8325は、工場出荷時のコンフィグではZTPは動作しません。
以下のURIを参照し、事前コンフィグ設定が必要となります。

https://help.central.arubanetworks.com/latest/documentation/online_help/content/switches/cx/cx-limitations.htm
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接続までもう少し！ グループ設定を実施！！STEP3-2

(1) 「起動」をクリック

#1 グループ作成

(2) 「新しいグループ」をクリック

①

②

③

④

(3) 「新しいグループ」を作成

⑤

⑥

⑦

Aruba CXスイッチ
＜グループ設定＞



21

接続までもう少し！ グループ設定を実施！！STEP3-2

(1) グローバル > グループを選択 (2) デバイスを選択

①

②
グループ名を選択

③

(3) スイッチ > 設定を選択

(4) プロパティを選択

⑥

(5) DNSサーバ、NTPサーバ、タイムゾーンを設定

#2 グループ設定 – 管理者、DNS、NTP設定

Aruba CXスイッチ
＜グループ設定＞
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(1) グローバル > グループを選択 (2) デバイスを選択

①

②
グループ名を選択

③

(3) スイッチ > 設定を選択

(4) VLANを選択

⑥

(5) +ボタンを選択 (6)VLAN情報を設定

⑦

⑧

接続までもう少し！ グループ設定を実施！！STEP3-2

#3 グループ設定 – VLAN設定

Aruba CXスイッチ
＜グループ設定＞
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接続までもう少し！ グループ設定を実施！！STEP3-2

#4 グループ設定 – VLAN適用
(1) ポートとリンク集約を選択

(2) 設定対象のポートを選択し、鉛筆マークをクリック

(3) VLAN情報を入力し、保存

①

②

③

④

⑤

Aruba CXスイッチ
＜グループ設定＞
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接続までもう少し！ デバイス設定を実施！！STEP3-2

#5 デバイス設定 – ホスト名

Aruba CXスイッチ
＜デバイス設定＞

(1) グローバル > グループを選択 (2) デバイスを選択 (3) スイッチタブを選択し、対象の機器をクリック

①

②
グループ名を選択

③

④

⑤
対象の機器をクリック

(4) デバイス＞ システムを選択

⑥
⑦

(5) ホスト名を設定し、保存

⑧



■STEP4-1
Centralへの接続
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Centralへの接続STEP4-1

(2) 工場出荷状態のスイッチの電源を接続

#1 スイッチを接続

(1) アップリンクポートにLANケーブルを接続

上位NW

(3) SWがCentralからオンラインで見えているか確認
※工場出荷状態で接続した場合、5分程度でCentralのステータスがオンラインになりますが、

※Aruba OSスイッチにおいて、オンラインにならない場合は、“activate provision force”コマンドを実
行する。

ステータスを確認する オンライン

◎オフライン

(4) 設定同期確認

設定同期状態：In Sync
設定同期不可状態：Not In Sync

※In Syncにステータスが変更になるまで数分かかります

【前提条件】
・スイッチは、DHCPサーバより以下の情報を
取得出来る環境であること

- IPアドレス / サブネットマスク
- デフォルトゲートウェイ / DNSサーバ

・スイッチの管理VLANはVLAN1を利用

Aruba OSスイッチ
Aruba CXスイッチ

＜共通＞



■STEP4-2
デバイス設定
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#1 アップリンクポートを設定

STEP4-2

スイッチのアップリンクポートをそれぞれ以下の通り設定

(1) グローバル > グループを選択 (2) デバイスを選択 (3) スイッチタブを選択し、対象の機器のアップリンクをクリック

①

②
グループ名を選択

③ カーソルを合わせる

④

⑤
”アップリンク“をクリック

(4) アップリンクポートを選択し、“割り当て“をクリック

⑥

⑦

Centralへの接続

(5) アップリンクポートの設定が完了すると、アップリンクポートがCentral
で認識され、アップリンクポートの帯域情報が表示可能となります

グローバル > グループを選択 >
デバイス > 対象スイッチをクリック> 概要

Aruba OSスイッチ
Aruba CXスイッチ

＜共通＞
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ホスト名の設定（ArubaOSスイッチ）STEP4-2

(1) グローバル > グループを選択

#2 デバイス設定 – ホスト名
(2) デバイスを選択 (3) スイッチタブを選択し、対象の機器をクリック

①

②
グループ名を選択

③

⑥

(5) ホスト名を入力 > OK

⑧
ホスト名を入力

⑩

ArubaOSスイッチ
＜デバイス設定＞

(4) デバイスを選択し、鉛筆マークを選択

④

⑤
対象の機器をクリック

⑦

→いよいよ機器の接続STEP4へ
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ホスト名の設定（Aruba CXスイッチ）STEP4-2

#3 デバイス設定 – ホスト名

Aruba CXスイッチ
＜デバイス設定＞

(1) グローバル > グループを選択 (2) デバイスを選択 (3) スイッチタブを選択し、対象の機器をクリック

①

②
グループ名を選択

③

④

⑤
対象の機器をクリック

(4) デバイス＞ システムを選択

⑥
⑦

(5) ホスト名を設定し、保存

⑧



参考資料
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Centralとデバイス間の通信要件

- Centralを利用するためには、ルータ/FWで以下の通信許可が必要となります。

- TCP443（https） ：Configuration and management
- TCP80(http) ：Firmware Upgrade
- UDP123（NTP） ：Update internal clock on AP.pool.ntp.org 宛

- TCP2083 ：Raidius > https にフォールバック

https://help.central.arubanetworks.com/latest/documentation/online_help/content/nms/device-mgmt/communication_ports.htm

参考
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Switchの管理における補足

– Aruba SwitchをCentralで管理するための接続条件

– スイッチにIPアドレス、デフォルトゲートウェイ、DNSの設定がされていること

– TCP：443（デバイスの設定/管理）、TCP：80（ファームウェアのアップグレード）、UDP：123（NTP）が通ること

– Aruba OS Switchの場合は以下の設定がされていること

– activate provision enable
– aruba-central enable

※ Centralをサポートしているバージョンのファームウェアで出荷されていれば、activateコマンド/aruba-centralコマンドはデフォルト設定

※ Centralをサポートしていないバージョンから、サポートしているバージョンにアップグレードした場合は設定が必要（aruba-centralコマンド）

Aruba-3810M-40G-8SR-PoEP-1-slot(config)# activate provision enable
Aruba-3810M-40G-8SR-PoEP-1-slot(config)# aruba-central enable

参考
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手動でのライセンス割り当て参考

#1 ライセンス自動割り当てを無効化

(3) 「アカウントホームボタン」（赤丸）をクリック

■自動割り当て無効 ■自動割り当て有効

自動割り当てを無効に設定

(1) 「アカウントホームボタン」（赤丸）をクリック

(2) 「ライセンス割り当て」をクリック

ライセンス自動割り当ては、デフォルトで有効になっています。有効の場
合、Centralへインストールされているライセンスが自動で適用されます。
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手動でのライセンス割り当て参考

#2 ライセンス割り当て
(1) 「ライセンス割り当て」をクリック

(2) 「デバイスインベントリ」をクリック

(3) ライセンスタイプで「FOUNDATION」を選択

④

⑤

(4) ライセンスが適用されたことを確認



Try Aruba Central !!
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